
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 2

評論文の一節を引用し、自分の意
見を述べよう
【知識及び技能】
引用する際に、主張と論拠など情
報と情報との関係について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
学習活動の中で文章を書いたり発
表したりする際に、推論の仕方を
理解して使用する。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容、他者との関係に関心
を持ち、ものの見方、感じ方、考
え方を深めようとする。

・指導事項
【実践】評論文の内容を発展的に
自らの意見に結びつけ、自分の意
見を述べよう

【知識・技能】
引用する際に、主張と論拠など情報と情報と
の関係について理解している。
【思考・判断・表現】
学習活動の中で文章を書いたり発表したりす
る際に、推論の仕方を理解して使用してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容、他者との関係に関心を持ち、も
のの見方、感じ方、考え方を深めようとして
いる。

○

【知識・技能】
ことばには認識や思考を支える働きがあるこ
とを理解している。文章の効果的な組み立て
方や接続の仕方、比喩、例示、言い換えなど
の修辞について理解している。
【思考・判断・表現】
評論文という文章の種類を踏まえて、内容や
構成、論理の展開などについて叙述を基に的
確に捉え、要旨や要点を把握し、さらに発展
的な文章を理解することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容、他者との関係に関心を持ち、も
のの見方、感じ方、考え方を深めようとして
いる。

○ ○ ○ 5

配当
時数

｢境目｣
【知識及び技能】
｢境目｣という言葉を通して、言葉
には認識や思考を支える働きがあ
ることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
｢境目｣を通して自分の主張を行う
際に、主張と論拠など情報と情報
との関係について理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容、他社との関係に関心
を持ち、ものの見方、感じ方、考
え方を深めようとする。

・指導事項
　｢境目｣
　問いかける力を伸ばす
・教材
　教科書、｢カラー版新国語便
　覧｣、｢大学入試漢字TOP2000｣
　、補助教材プリント

【知識・技能】
｢境目｣という言葉を通して、言葉には、認識
や思考をさせる働きがあることを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
｢境目｣を通して自分の主張を行う際に、主張
と論拠など情報と情報との関係について理解
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容、他者との関係に関心を持ち、も
のの見方、感じ方、考え方を深めようとして
いる。

○ ○

・指導事項
　｢ことばがつくる女と男｣
　書くことで世界とつながる
・教材
　教科書、｢カラー版新国語便
　覧｣、｢大学入試漢字TOP2000｣
　、補助教材プリント

【知識・技能】
本教材を通して、ことばには認識や思考を支
える働きがあることを理解している。文章の
効果的な組み立て方や接続の仕方について理
解し、文や文章の中で使うことができる。
【思考・判断・表現】
自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠
の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文
章の種類や文体、語句などの表現の仕方を工
夫できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容、他者との関係に関心を持ち、も
のの見方、感じ方、考え方を深めようとして
いる。

○ ○

定期考査
○ ○

・指導事項
　｢ことばとは何か｣
　情報を正確に読み取る
・教材
　教科書、｢カラー版新国語便
　覧｣、｢大学入試漢字TOP2000｣
　、補助教材プリント

○

○

8

定期考査 ○ 1

｢ことばがつくる女と男｣
【知識及び技能】
本教材を通して、ことばには認識
や思考を支える働きがあることを
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えや事柄が的確に伝わる
よう、根拠の示し方や説明の仕方
を考えるとともに、文章の種類や
文体、語句などの表現の仕方を工
夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容、他者との関係に関心
を持ち、ものの見方、感じ方、考
え方を深めようとする。

○

○ 4

｢ことばとは何か｣
【知識及び技能】
ことばには認識や思考を支える働
きがあることを理解する。文章の
効果的な組み立て方や接続の仕
方、比喩、例示、言い換えなどの
修辞について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
評論文という文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開など
について叙述を基に的確に捉え、
要旨や要点を把握することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容、他者との関係に関心
を持ち、ものの見方、感じ方、考
え方を深めようとする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けている。

言葉が持つ価値への認識を深めようとしている
とともに、読書に親しむことで自己を向上さ
せ、言葉を通して積極的に他者や社会に関わっ
たり、ものの見方、感じ方、考え方を深めたり
している。

【学びに向かう力、人間性等】

国語 現代の国語
国語 現代の国語 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けている。

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読
むこと」の各領域において、論理的に考える力
を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を
高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりし
ている。

「現代の国語」（筑摩書房）

国語

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の各領域において、伝え合う力を高め、自分の考えを広げたり深めたりしている。

言葉が持つ価値への認識を深めようとしているとともに、言語感覚を磨き、言語を効果的に使おうとしている。

現代の国語

【 知　識　及　び　技　能 】

○ 3

1

評論文の一節を引用し、自分の意
見を述べよう
【知識及び技能】
引用する際に、主張と論拠など情
報と情報との関係について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
推論の仕方を理解して使用する。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容、他者との関係に関心
を持ち、ものの見方、感じ方、考
え方を深めようとする。

・指導事項
【実践】評論文の一節を引用し、
自分の意見を述べよう

【知識・技能】
引用する際に、主張と論拠など情報と情報と
の関係について理解している。
【思考・判断・表現】
学習活動の中で文章を書いたり発表したりす
る際に、推論の仕方を理解して使用してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容、他者との関係に関心を持ち、も
のの見方、感じ方、考え方を深めようとして
いる。

○ ○

１
学
期



３
学
期

「主体という物語」
【知識及び技能】
「ことばとは何か」およびこれま
での知識を踏まえて、内容や構
成、論理の展開などについて的確
に捉えることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
「近代的な主体概念」と「文化相
対主義」における主体概念の立場
の違いを認識し、自分の考えを深
めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容、他者との関係に関心
を持ち、ものの見方、感じ方、考
え方を深めようとする。

・指導事項
　｢主体という物語｣について、筋
道を立てて論述する
・教材
　教科書、｢カラー版新国語便
　覧｣、｢大学入試漢字TOP2000｣
　、補助教材プリント

【知識及び技能】
筋道を立てて論述する仕方を学ぶ中で、情報
の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解
を深め使うことができている。
【思考力、判断力、表現力等】
読み手の理解が得られるよう、論理の展開、
情報の分量や重要度を考えて、文章の構成や
展開を工夫することができている。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容、他者との関係に関心を持ち、も
のの見方、感じ方、考え方を深めようとして
いる。

○ ○

２
学
期

「名付けと所有」
【知識及び技能】
言葉の認識や思考を支える働き
は、対象物の定義する機能が関係
していることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて、これまでの学習内
容を相互に関係づけながら、内容
や書き手の意図を解釈したり、文
章の構成や論理の展開などについ
て、評価したりするとともに、自
分の考えを深めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容、他者との関係に関心
を持ち、ものの見方、感じ方、考
え方を深めようとする。

・指導事項
　「名付けと所有」と「ことば
　とは何か」およびその補助プ
　リントを関係づけて活用す
　る。
・教材
　教科書、｢カラー版新国語便
　覧｣、｢大学入試漢字TOP2000｣
　、補助教材プリント

【知識及び技能】
言葉の恣意的な定義が、認識や思考を支える
働きを作り出していることを理解している。
文章の効果的な組み立て方や接続の仕方につ
いて理解し、文や文章の中で使うことができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠
の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文
章の種類や、文体・語句などの表現の仕方を
工夫できている。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容、他者との関係に関心を持ち、も
のの見方、感じ方、考え方を深めようとして
いる。

○ ○

○ 15

定期考査

○ 8

○ ○

1

合計

70

定期考査 ○ 1

｢開かれた文化｣
【知識及び技能】
「名付けと所有」との関係性の中
で、教科書本文の「『文化相対主
義』」と「文化相対主義」の違い
を踏まえて、内容や構成、論理の
展開などについて的確に捉えるこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
イスラーム女性がスカーフを身に
付けることについて、「『文化相
対主義』」と「文化相対主義」の
立場からそれぞれ説明し、自分の
考えを深めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容、他者との関係に関心
を持ち、ものの見方、感じ方、考
え方を深めようとする。

・指導事項
　｢名付けと所有｣とのつながりを
踏まえて、「開かれた文化」さま
ざまな視点から読み解く
・教材
　教科書、｢カラー版新国語便
　覧｣、｢大学入試漢字TOP2000｣
　、補助教材プリント

【知識及び技能】
教科書本文の「『文化相対主義』」と「文化
相対主義」の違いを踏まえて、内容や構成、
論理の展開などについて的確に捉えることが
できている。
【思考力、判断力、表現力等】
イスラーム女性がスカーフを身に付けること
について、「『文化相対主義』」と「文化相
対主義」の立場からそれぞれ説明し、自分の
考えを深めることができている。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容、他者との関係に関心を持ち、も
のの見方、感じ方、考え方を深めようとして
いる。

○ ○ ○ 8

評論文の一節を引用し、自分の意
見を述べよう
【知識及び技能】
引用する際に、主張と論拠など情
報と情報との関係について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
推論の仕方を理解して使用する。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容、他者との関係に関心
を持ち、ものの見方、感じ方、考
え方を深めようとする。

・指導事項
【実践】評論文の一節を引用し、
自分の意見を述べよう

【知識・技能】
引用する際に、主張と論拠など情報と情報と
の関係について理解している。
【思考・判断・表現】
学習活動の中で文章を書いたり発表したりす
る際に、推論の仕方を理解して使用してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容、他者との関係に関心を持ち、も
のの見方、感じ方、考え方を深めようとして
いる。

○ ○ ○ 3

評論文の一節を引用し、自分の意
見を述べよう
【知識及び技能】
引用する際に、主張と論拠など情
報と情報との関係について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
推論の仕方を理解して使用する。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容、他者との関係に関心
を持ち、ものの見方、感じ方、考
え方を深めようとする。

・指導事項
【実践】評論文の一節を引用し、
自分の意見を述べよう

【知識・技能】
引用する際に、主張と論拠など情報と情報と
の関係について理解している。
【思考・判断・表現】
学習活動の中で文章を書いたり発表したりす
る際に、推論の仕方を理解して使用してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容、他者との関係に関心を持ち、も
のの見方、感じ方、考え方を深めようとして
いる。

○ ○ ○ 6

評論文の一節を引用し、自分の意
見を述べよう
【知識及び技能】
引用する際に、主張と論拠など情
報と情報との関係について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
推論の仕方を理解して使用する。
【学びに向かう力、人間性等】
教材の内容、他者との関係に関心
を持ち、ものの見方、感じ方、考
え方を深めようとする。

・指導事項
【実践】評論文の一節を引用し、
自分の意見を述べよう

【知識・技能】
引用する際に、主張と論拠など情報と情報と
の関係について理解している。
【思考・判断・表現】
学習活動の中で文章を書いたり発表したりす
る際に、推論の仕方を理解して使用してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
教材の内容、他者との関係に関心を持ち、も
のの見方、感じ方、考え方を深めようとして
いる。

○ ○ ○ 3

定期考査 ○ ○ 1

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

○

１
学
期

定期考査
○

【知識・技能】
・歴史的仮名遣いについて理解し、本文を音
読している。
・文節や品詞の種類を理解し、本文を文節で
区切り、 新出語句、重要語句を調べている。
【思考力・判断力・表現力】
・本文の大意を理解し、 登場人物の心境、語
り手の意図を説明している。
・僧が「そら寝」に気付いたか否かについて
意見を発表している。
・笑話としてのおもしろさを説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・説話文学に興味を持ち、登場人物の言動か
ら多様な価値観を読み取ろうとしている。
・古文の説話と現代のさまざまな文化との繋
がりを理解しようとしている。

○

1

羅生門
【知識・技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用
漢字を書き、文や文章の中で使う。
・我が国の言語文化への理解につな
がる読書の意義と効用について理解
を深める。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め，
言葉をとおして他者や社会に意欲的
に関わろうとする。

・指導事項
　言葉の紡ぐ世界
　・場面ごとの人物の心情の変
　　化を読み取る。
・教材
　教科書、｢カラー版新国語便覧｣
　補助教材プリント

○

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、生涯にわたり国語を尊重してその能
力の向上を図る態度を養う。

態
配当
時数

言語文化

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

○ 10

思

『宇治拾遺物語』「児のそら寝」
【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品
や文章の歴史的・文化的背景などを
理解する。
・古典の世界に親しむために，古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり，古典特有の表現など
について理解する。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品の内
容や形式について、批評したり討論
したりする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・説話文学に興味を持ち、登場人物
の言動から多様な価値観を読み取ろ
うとする。
・古文の説話と現代のさまざまな文
化との繋がりを理解しようとする。

・指導事項
 　古文に親しむ
　・古文の仮名遣いや、古文に
　　特有の言い回しに慣れる。
　・話のおもしろさを味わう。
・教材
  教科書、｢カラー版新国語便覧｣
　「完全マスター古典文法」
　「重要古文単語３１５」
　補助教材プリント

国語 言語文化
国語 言語文化 3

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

「言語文化」（大修館書店）

国語

○

【知識・技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使っている。
・我が国の言語文化への理解につながる読書
の意義と効用について理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方をとら
え、内容を解釈している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・言葉がもつ価値への認識を深め，言葉をと
おして他者や社会に意欲的に関わろうとして
いる。

○ 8

『宇治拾遺物語』「児のそら寝」
【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品
や文章の歴史的・文化的背景などを
理解する。
・古典の世界に親しむために，古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり，古典特有の表現など
について理解する。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、作品の内
容や形式について、批評したり討論
したりする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・説話文学に興味を持ち、登場人物
の言動から多様な価値観を読み取ろ
うとする。
・古文の説話と現代のさまざまな文
化との繋がりを理解しようとする。

・指導事項
 　古文に親しむ
　・古文の仮名遣いや、古文に
　　特有の言い回しに慣れる。
　・話のおもしろさを味わう。
・教材
  教科書、｢カラー版新国語便覧｣
　「完全マスター古典文法」
　「重要古文単語３１５」
　補助教材プリント

【知識・技能】
・歴史的仮名遣いについて理解し、本文を音
読している。
・用言について理解し、適宜活用形を直し
て、新出語句、重要語句を調べることができ
る。
【思考力・判断力・表現力】
・本文の大意を理解し、 登場人物の心境、語
り手の意図を説明している。
・良秀の行動理由と周囲の反応について説明
している。
・良秀の人物像について意見を発表してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・説話文学に興味を持ち、登場人物の言動か
ら多様な価値観を読み取ろうとしている。
・古文の説話と現代のさまざまな文化との繋
がりを理解しようとしている。

○ ○ ○ 10



○ ○

○

・指導事項
　漢文に親しむ
　・漢文訓読のきまりを理解す
　　る。
　・『論語』の名言
　　を味わい、現代に生きてい
　　る言葉や考え方について理
　　解を深める。
・教材
　教科書、｢カラー版新国語便覧｣
　「精選漢文」
　補助教材プリント

【知識・技能】
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と
外国の文化との関係について理解している。
・古典の世界に親しむために、作品や文章の
歴史的・文化的背景などを理解している。
・古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種類をふま
えて、内容や構成、展開などについて叙述を
もとに的確にとらえている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方をとら
え、内容を解釈している。
・「読むこと」において、作品や文章の成立
した背景や他の作品などとの関係をふまえ、
内容の解釈を深めている。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈
をふまえ、自分のものの見方、感じ方、考え
方を深め、我が国の言語文化について自分の
考えをもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢文訓得のきまりを理解しようとしてい
る。
・『論語』に興味をもち、現代に生きている
言葉や考え方について理解しようとしてい
る。

○ ○ 9

定期考査

『徒然草』「神無月のころ」
【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品
や文章の歴史的・文化的背景などを
理解する。
・古典の世界に親しむために，古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり，古典特有の表現など
について理解する。
【思考力・判断力・表現力】
・「書くこと」において、自分の知
識や体験の中から適切な題材を決
め、集めた材料のよさや味わいを吟
味して、表現したいことを明確にす
る。
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述を基に的確に捉え
る。
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
・「読むこと」において、文章の構
成や展開、表現の仕方、表現の特色
について評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方を捉え、作品ご
との自然観を理解しようとする。

・指導事項
　自然へのまなざし
　・作者が季節や景物を表する
　　表現の特徴をとらえる。
　・作者の感動の内容を読み取
　　る。
　・作者の心情の変化を読み取
　　る。
・教材
  教科書、｢カラー版新国語便覧｣
　「完全マスター古典文法」
　「重要古文単語３１５」
　補助教材プリント

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品や文章の
歴史的・文化的背景などを理解している。
・古典の世界に親しむために，古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり，古
典特有の表現などについて理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・「書くこと」において、自分の知識や体験
の中から適切な題材を決め、集めた材料のよ
さや味わいを吟味して、表現したいことを明
確にしている。
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、展開などについて叙述を
基に的確に捉えている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方をとら
え、内容を解釈している。
・「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方、表現の特色について評価し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで文章に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉え、作品ごとの自然観を理解
しようとしている。

○ ○ ○ 9

1

『論語』
訓読のきまり①返り点の種類と用法
訓読のきまり②再読文字の種類と用
法
訓読のきまり③主な助字の種類と用
法
【知識・技能】
・我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解する。
・古典の世界に親しむために、作品
や文章の歴史的・文化的背景などを
理解する。
・古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり、古典特有の表現など
について理解する。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種
類をふまえて、内容や構成、展開な
どについて叙述をもとに的確にとら
える。
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
・「読むこと」において、作品や文
章の成立した背景や他の作品などと
の関係をふまえ、内容の解釈を深め
る。
・「読むこと」において、作品の内
容や解釈をふまえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深め、我が国
の言語文化について自分の考えをも
つ。
【主体的に学習に取り組む態度】
・漢文訓得のきまりを理解しようと



○ ○ ○ 10

『夢十夜』第一夜
【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句
の量を増し、それらの文化的背景に
ついて理解を深め、文章の中で使う
ことをとおして、語感を磨き語彙を
豊かにする。
・我が国の言語文化への理解につな
がる読書の意義と効用について理解
を深める。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構
成や展開、表現の仕方、表現の特色
について評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、作品の表現に
注目しながら読もうとする。

　 【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増
し、それらの文化的背景について理解を深
め、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・我が国の言語文化への理解につながる読書
の意義と効用について理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方、表現の特色について評価し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、作品の表現に注目しな
がら読もうとしている。

○ ○ ○

『伊勢物語』「芥川」
【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句
の量を増し、それらの文化的背景に
ついて理解を深め、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊
かにする。
・本歌取りや見立てなどの我が国の
言語文化に特徴的な表現の技法とそ
の効果について理解する。
・古典の世界に親しむために，作品
や文章の歴史的・文化的背景などを
理解する。
・古典の世界に親しむために，古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり，古典特有の表現など
について理解する。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述を基に的確に捉え
る。
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
・「読むこと」において、作品の成
立した背景や他の作品などとの関係
を踏まえ、内容の解釈を深める。
・「読むこと」において、作品の内
容や解釈を踏まえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深め、我が国
の言語文化について自分の考えをも
つ。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、物語の内容や
作品の背景、歌に込められた登場人

・指導事項
　人との交わり
　・物語の内容を読み取り、登
　　場人物の関係を理解する。
　・歌に込められた登場人物の
　　思いをとらえる。
・教材
  教科書、｢カラー版新国語便覧｣
　「完全マスター古典文法」
　「重要古文単語３１５」
　補助教材プリント

【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増
し、それらの文化的背景について理解を深
め、文章の中で使うことを通して、語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・本歌取りや見立てなどの我が国の言語文化
に特徴的な表現の技法とその効果について理
解している。
・古典の世界に親しむために，作品や文章の
歴史的・文化的背景などを理解している。
・古典の世界に親しむために，古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり，古
典特有の表現などについて理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、展開などについて叙述を
基に的確に捉えている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方をとら
え、内容を解釈している。
・「読むこと」において、作品の成立した背
景や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の
解釈を深めている。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈
を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え
方を深め、我が国の言語文化について自分の
考えをもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、物語の内容や作品の背
景、歌に込められた登場人物の思いを捉えよ
うとしている。

２
学
期

『戦国策』「蛇足」
【知識・技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創
造を支える働きがあることを理解す
る。
・我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解する。
・古典の世界に親しむために、作品
や文章の歴史的・文化的背景などを
理解する。
・古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり、古典特有の表現など
について理解する。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述をもとに的確にとら
える。
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
・「読むこと」において、作品や文
章の成立した背景や他の作品などと
の関係を踏まえ、内容の解釈を深め
る。
・「読むこと」において、作品の内
容や解釈を踏まえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深め、我が国
の言語文化について自分の考えをも
つ。

・指導事項
　現代に生きる言葉
　・登場人物の関係を整理し、
　　話の展開をとらえる。
　・この話から生まれた言葉に
　　ついて理解を深める。
・教材
　教科書、｢カラー版新国語便覧｣
　「精選漢文」
　補助教材プリント

【知識・技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支え
る働きがあることを理解している。
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と
外国の文化との関係について理解している。
・古典の世界に親しむために、作品や文章の
歴史的・文化的背景などを理解している。
・古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、展開などについて叙述を
もとに的確にとらえている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方をとら
え、内容を解釈している。
・「読むこと」において、作品や文章の成立
した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、
内容の解釈を深めている。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈
を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え
方を深め、我が国の言語文化について自分の
考えをもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・故事成語の内容や文化的背景に興味を持
ち、学習したことを普段の生活の中に生かそ
うとしている。

○ ○ ○ 9

定期考査

定期考査
○ ○

9

○ ○ 1

1



9

『枕草子』「雪のいと高う降りたる
を」
【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品
や文章の歴史的・文化的背景などを
理解する。
・古典の世界に親しむために，古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり，古典特有の表現など
について理解する。
【思考力・判断力・表現力】
・「書くこと」において、自分の知
識や体験の中から適切な題材を決
め、集めた材料のよさや味わいを吟
味して、表現したいことを明確にす
る。
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
・「読むこと」において、作品の内
容や解釈をふまえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深め、我が国
の言語文化について自分の考えをも
つ。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、自然の情景に
対する作者の感覚や、作者の人物像
をとらえようとする。

・指導事項
　自然へのまなざし
　・自然の情景に対する作者の
　　感覚をとらえる。
　・作者の人物像をとらえる。
・教材
  教科書、｢カラー版新国語便覧｣
　「完全マスター古典文法」
　「重要古文単語３１５」
　補助教材プリント

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために，作品や文章の
歴史的・文化的背景などを理解している。
・古典の世界に親しむために，古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり，古
典特有の表現などについて理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・「書くこと」において、自分の知識や体験
の中から適切な題材を決め、集めた材料のよ
さや味わいを吟味して、表現したいことを明
確にしている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方をとら
え、内容を解釈している。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈
をふまえ、自分のものの見方、感じ方、考え
方を深め、我が国の言語文化について自分の
考えをもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、自然の情景に対する作
者の感覚や、作者の人物像をとらえようとし
ている。

○ ○ ○ 9

城の崎にて
【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句
の量を増し、それらの文化的背景に
ついて理解を深め、文章の中で使う
ことをとおして、語感を磨き語彙を
豊かにする。
・我が国の言語文化への理解につな
がる読書の意義と効用について理解
を深める。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
・「読むこと」において、作品の内
容や解釈をふまえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深め、我が国
の言語文化について自分の考えをも
つ。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、主人公の心情
の変化を、動物や自然との関わりか
ら理解しようとする。

・指導事項
　文学と人生
　・主人公の心情の変化を、動
　　物や自然との関わりから理
　　解する。
・教材
　教科書、｢カラー版新国語便覧｣
　補助教材プリント

【知識・技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増
し、それらの文化的背景について理解を深
め、文章の中で使うことをとおして、語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・我が国の言語文化への理解につながる読書
の意義と効用について理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方をとら
え、内容を解釈している。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈
をふまえ、自分のものの見方、感じ方、考え
方を深め、我が国の言語文化について自分の
考えをもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・作品に興味をもち、主人公の心情の変化
を、動物や自然との関わりから理解しようと
している。

○ ○ ○

1

合計

106

『十八史略』「鶏鳴狗盗」
【知識・技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創
造を支える働きがあることを理解す
る。
・我が国の言語文化の特質や我が国
の文化と外国の文化との関係につい
て理解する。
・古典の世界に親しむために、作品
や文章の歴史的・文化的背景などを
理解する。
・古典の世界に親しむために、古典
を読むために必要な文語のきまりや
訓読のきまり、古典特有の表現など
について理解する。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開な
どについて叙述をもとに的確にとら
える。
・「読むこと」において、作品や文
章に表れているものの見方、感じ
方、考え方をとらえ、内容を解釈す
る。
・「読むこと」において、作品や文
章の成立した背景や他の作品などと
の関係を踏まえ、内容の解釈を深め
る。
・「読むこと」において、作品の内
容や解釈を踏まえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深め、我が国
の言語文化について自分の考えをも

・指導事項
　現代に生きる言葉
　・登場人物の関係を整理し、
　　話の展開をとらえる。
　・この話から生まれた言葉に
　　ついて理解を深める。
・教材
　教科書、｢カラー版新国語便覧｣
　「精選漢文」
　補助教材プリント

【知識・技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支え
る働きがあることを理解している。
・我が国の言語文化の特質や我が国の文化と
外国の文化との関係について理解している。
・古典の世界に親しむために、作品や文章の
歴史的・文化的背景などを理解している。
・古典の世界に親しむために、古典を読むた
めに必要な文語のきまりや訓読のきまり、古
典特有の表現などについて理解している。
【思考力・判断力・表現力】
・「読むこと」において、文章の種類を踏ま
えて、内容や構成、展開などについて叙述を
もとに的確にとらえている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れ
ているものの見方、感じ方、考え方をとら
え、内容を解釈している。
・「読むこと」において、作品や文章の成立
した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、
内容の解釈を深めている。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈
を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え
方を深め、我が国の言語文化について自分の
考えをもっている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・故事成語の内容や文化的背景に興味を持
ち、学習したことを普段の生活の中に生かそ
うとしている。

○ ○ ○ 9

定期考査

○ ○

３
学
期



年間授業計画　様式例

教　科： 科　目： 単位数： 単位 2

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・指導事項
地図を使っての位置関係や人やモノ
の流れをつかむ。
・教材
教科書、資料集、地図帳
・一人２台端末の活用　等

【知識及び技能】
地球環境、資源、都市・居住問題が人々の生活
に与える影響を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
応用問題にも対応できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
学んだことを総合的に判断できる力を養う。 〇

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 地理歴史  科目　地理総合

地図や地理情報システムを使い、地理的な方法をまとめる力をつける。

地理的な課題を主体的に追及、解決しようとす
る力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 地理総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

地図を使って、グローバルな視点から国際理解
のあり方を学ぶ。

位置や分布の規則性を見出す。場所の地域的特
色を見出す。

新地理総合・新詳高等地図）

定期考査 〇 〇 〇

○ ○

単元
【知識及び技能】
地域の自然災害の特色と自然災害へ
の備えや対応について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
持続可能な地域つくりを学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
災害の種類や特徴を総合的に判断で
きるようにする。

・指導事項
地図の図法、デジタル地図の活用
・教材
教科書、資料集、地図帳
・一人２台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
地図学習のまとめとしての、地域調査のレポー
ト提出。

○ ○

〇

２
学
期

単元
生活文化の多様性と国際理解　追及
事例　ヨーロッパ
【知識及び技能】
地域統合が人々の生活や産業に与え
る影響を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
地域統合に関する考察を深め、応用
問題にも対応できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
学んだことを総合的に判断できる力
を養う。

・指導事項
地図を使っての位置関係や人やモノ
の流れをつかむ。
・教材
教科書、資料集、地図帳
・一人２台端末の活用　等

【知識・技能】
　ＥＵ統合までの流れとヨーロッパ文化や民
族、気候等の環境。
【思考・判断・表現】
応用問題。
【主体的に学習に取り組む態度】
まとめプリントの作成、提出。 ○ ○

・指導事項
地図を使っての位置関係や人やモノ
の流れをつかむ。
・教材
教科書、資料集、地図帳
・一人２台端末の活用　等

定期考査 〇 〇

定期考査

３
学
期

単元
地球環境問題　資源・エネルギー問
題　都市・居住問題

【知識及び技能】
地球環境、資源、都市・居住問題が
人々の生活に与える影響を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
応用問題にも対応できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
学んだことを総合的に判断できる力
を養う。

合計

53

1

〇 1

〇 14

○ 8

○ 8

1

１
学
期

単元
地図や地理情報システムと現代世界
【知識及び技能】
世界地図の読図や国家間の結びつ
き、世界的視野からの日本の位置を
知る。
　
【思考力、判断力、表現力等】

・指導事項
地図の図法、デジタル地図の活用
・教材
教科書、資料集、地図帳
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
日常生活でみられる様々な地図や地理情報シス
テムの活用。
【思考・判断・表現】
用途に応じ、多角的に表現する力を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】
各人が白地図等で学んだことを表現できるよう
にする。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

○

○

4

定期考査 ○

7

〇 〇 〇 1

0

地理的事象を多面的、多角的に考察する力を養う。

世界の多様な生活文化を尊重数することを学ぶ。

0

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元
【知識及び技能】
地域の自然環境の特色特に気候や植
生、土壌について考察できる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
主題を設定し、多角的に考察できる
ようにする。

○

単元
生活文化の多様性と国際理解　追及
事例　東アジア・
【知識及び技能】
地域統合が人々の生活や産業に与え
る影響を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
地域統合に関する考察を深め、応用
問題にも対応できるようにする。

【知識・技能】
　ＥＵ統合までの流れとヨーロッパ文化や民
族、気候等の環境。
【思考・判断・表現】
応用問題。
【主体的に学習に取り組む態度】
まとめプリントの作成、提出。

○ ○

・指導事項
地図の図法、デジタル地図の活用
・教材
教科書、資料集、地図帳
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　ケッペンの気候区分等が理解できるようにす
る。
【思考・判断・表現】
地域の気候的特徴が判断できるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
応用問題が解けるようにする。

○ ○

定期考査



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学の基本的概念や原理・法則を体系的に理解し、事象を数学的に解釈し表現・処理する技能を身につける。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり、評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式、図形と計量、二次関数及びデータの分
析についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに、事象を数学化したり、
数学的に解釈したり、数学的に表現・処理した
りする技能を身につける。

命題、図形の性質や計量、関数関係やデータの
散らばりや変量間の関係など、様々な事象につ
いて論理的に考察して表現する力、問題の解決
過程や結果を批判的に考察し判断したりする力
を養う。

NEXT　数学Ⅰ（数研出版）

数学Ⅰ

数学を活用して、事象および事象間の関係を論理的に考察し、簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

積極的に数学を活用する態度、問題解決の過程を振り返り評価・改善する態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

数学

配当
時数

１
学
期

A 単元　第１章　数と式
【知識及び技能】
　次の事項を身につけることができ
るよう指導する
・簡単な無理数の四則計算をする
・２次の乗法公式及び因数分解の公
式を理解する
不等式の性質及び解の意味を理解
し、解を求める
【思考力、判断力、表現力等】
・式を多面的に捉えたり目的に応じ
て適切に変形したりする
・不等式の性質を基に一次不等式を
解く方法を考察する
・日常の事象や社会の事象などを数
学的に捉え、一次不等式を問題解決
に活用する
【学びに向かう力、人間性等】
・授業に耳を傾け、前向きに授業に
取り組む
・学習内容をノート等にまとめるな
ど工夫し、理解しようとする
・課題や提出物に対し前向きに取り
組む

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【思考・判断・表現】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業中の取り組み
・課題演習
・提出物

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

B 単元　第２章　集合と命題
【知識及び技能】
集合と命題に関する基本的概念を理
解する
【思考力、判断力、表現力等】
集合の考えを用いて論理的に考察
し、簡単な命題を証明する
【学びに向かう力、人間性等】
・授業に耳を傾け、前向きに授業に
取り組む
・学習内容をノート等にまとめるな
ど工夫し、理解しようとする
・課題や提出物に対し前向きに取り
組む

○

1

○
定期考査

○

○

２
学
期

C 単元　第３章　２次関数
【知識及び技能】
・２次関数の値の変化やグラフの特
徴について理解する
・２次関数の最大値や最小値を求め
る
・２次方程式の解と２次関数のグラ
フとの関係について理解する
・２次不等式の解と２次関数のグラ
フとの関係について理解し、２次関
数のグラフを用いて２次不等式の解
を求める
【思考力、判断力、表現力等】
・２次関数の式とグラフとの関係に
ついて、コンピュータなどの情報機
器を用いてグラフかくなどして多面
的に考察する
【学びに向かう力、人間性等】
・授業に耳を傾け、前向きに授業に
取り組む
・学習内容をノート等にまとめるな
ど工夫し、理解しようとする
・課題や提出物に対し前向きに取り
組む

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【思考・判断・表現】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業中の取り組み
・課題演習
・提出物

○ ○

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【思考・判断・表現】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業中の取り組み
・課題演習
・提出物

○ ○

定期考査
○ ○

定期考査 ○ ○ 1



〇

D単元　第４章　図形と計量
【知識及び技能】
・鋭角の三角比の意味と相互関係に
ついて理解する
・鋭角の三角比の値を用いて鈍角の
三角比の値を求める方法を理解する
・正弦定理や余弦定理について理解
し、三角形の辺の長さや角の大きさ
などを求める
【思考力、判断力、表現力等】
・図形の構成要素間の関係を三角比
を用いて表現するとともに、定理や
公式として導く
・図形の構成要素間の関係に着目
し、日常の事象や社会の事象などを
数学的に捉え、問題を解決したり、
解決の過程を振り返って事象の数学
的な特徴や他の事象との関係を考察
したりする
【学びに向かう力、人間性等】
・授業に耳を傾け、前向きに授業に
取り組む
・学習内容をノート等にまとめるな
ど工夫し、理解しようとする
・課題や提出物に対し前向きに取り
組む

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【思考・判断・表現】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業中の取り組み
・課題演習
・提出物 ○ ○ ○

３
学
期

D単元　第５章　データの分析
【知識及び技能】
・分散、標準偏差、散布図及び相関
係数の意味やその用い方を理解する
・コンピュータなどの情報機器を用
いるなどして、データを表やグラフ
に整理したり、分散や標準偏差など
の基本的な統計量を求めたりする
・具体的な事象において仮説検定の
考え方を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
・データの散らばり具合や傾向を数
値化する方法を考察する
・目的に応じて複数の種類のデータ
を収集し、適切な統計量やグラフ、
手法などを選択して分析を行い、
データの傾向を把握して事象の特徴
を表現する
・不確実な事象の起こりやすさに着
目し、主張の妥当性について、実験
などを通して判断したり、批判的に
考察したりする
【学びに向かう力、人間性等】
・授業に耳を傾け、前向きに授業に
取り組む
・学習内容をノート等にまとめるな
ど工夫し、理解しようとする
・課題や提出物に対し前向きに取り
組む

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【思考・判断・表現】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業中の取り組み
・課題演習
・提出物

〇 〇

定期考査
○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1

合計

5



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【思考・判断・表現】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業中の取り組み
・課題演習
・提出物

○ ○

定期考査
○ ○

数学A
数学 数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

NEXT　数学A（数研出版）

数学

数学を活用して、事象および事象間の関係を論理的に考察し、簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

積極的に数学を活用する態度、問題解決の過程を振り返り評価・改善する態度や創造性の基礎を養う。

数学A

【 知　識　及　び　技　能 】

評価規準 知 思 態

数学の基本的概念や原理・法則を体系的に理解し、事象を数学的に解釈し表現・処理する技能を身につける。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり、評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

図形の性質、場合の数と確率についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に、事象を数学化したりい、数学的に解釈した
り、数学的に表現・処理したりする技能を身に
つける。

図形の性質を見出し論理的に考察する力、確率
の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判
断する力、数学と人間の活動との関わりに着目
し、事象に数学の構造を見出し、数理的に考察
する力を養う。

1

数学

1

A 単元　第１章　場合の数と確率
【知識及び技能】
・確率の意味や基本的な法則につい
ての理解を深め、それらを用いて事
象の確率や期待値を求める
・独立な試行の意味を理解し、独立
な試行の確率を求める
・条件付確率の意味を理解し、簡単
な場合について条件付確率を求める
【思考力、判断力、表現力等】
・確率の性質や法則に着目し、確率
を求める方法を多面的に考察する
・確率の性質などに基づいて事象の
起こりやすさを判断したり、期待値
を意思決定に活用したりする
【学びに向かう力、人間性等】
・授業に耳を傾け、前向きに授業に
取り組む
・学習内容をノート等にまとめるな
ど工夫し、理解しようとする
・課題や提出物に対し前向きに取り
組む

○

○
定期考査

○

配当
時数

A 単元　第１章　場合の数と確率
【知識及び技能】
・集合の要素の個数に関する基本的
な関係や和の法則、積の法則などの
数え上げの原則について理解する
・具体的な事象を基に順列及び組合
せの総数を求めること
【思考力、判断力、表現力等】
事象の構造などに着目し、場合の数
を求める方法を多面的に考察する
【学びに向かう力、人間性等】・授
業に耳を傾け、前向きに授業に取り
組む
・学習内容をノート等にまとめるな
ど工夫し、理解しようとする
・課題や提出物に対し前向きに取り
組む

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【思考・判断・表現】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業中の取り組み
・課題演習
・提出物

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容



5

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

C単元　第３章　数学と人間の活動
【知識及び技能】
・数量や図形に関する概念などと人
間の活動との関わりについて理解す
る
・数学史的な話題、数理的なゲーム
やパズルなどを通して、数学と文化
との関わりについての理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】
・数量や図形に関する概念などを、
関心に基づいて発展させ考察する
・パズルなどに数学的な要素を見い
だし、目的に応じて数学を活用して
考察する
【学びに向かう力、人間性等】
・授業に耳を傾け、前向きに授業に
取り組む
・学習内容をノート等にまとめるな
ど工夫し、理解しようとする
・課題や提出物に対し前向きに取り
組む

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【思考・判断・表現】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業中の取り組み
・課題演習
・提出物 〇 〇 〇

定期考査
○ ○ 1

合計

２
学
期

B 単元　第２章　図形と性質
【知識及び技能】
・三角形に関する基本的な性質につ
いて理解する
・円に関する基本的な性質について
理解する
【思考力、判断力、表現力等】
図形の構成要素間の関係や既に学習
した図形の性質に着目し、図形の新
たな性質を見いだし、その性質につ
いて論理的に考察したり説明したり
する
【学びに向かう力、人間性等】
・授業に耳を傾け、前向きに授業に
取り組む
・学習内容をノート等にまとめるな
ど工夫し、理解しようとする
・課題や提出物に対し前向きに取り
組む

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【思考・判断・表現】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業中の取り組み
・課題演習
・提出物

○ ○ ○

定期考査 ○ ○ 1

B 単元　第２章　図形と性質
【知識及び技能】
・円に関する基本的な性質について
理解する
・空間図形に関する基本的な性質に
ついて理解する
【思考力、判断力、表現力等】
図形の構成要素間の関係や既に学習
した図形の性質に着目し、図形の新
たな性質を見いだし、その性質につ
いて論理的に考察したり説明したり
する
【学びに向かう力、人間性等】
・授業に耳を傾け、前向きに授業に
取り組む
・学習内容をノート等にまとめるな
ど工夫し、理解しようとする
・課題や提出物に対し前向きに取り
組む

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【思考・判断・表現】
・定期考査
・課題テスト
・課題演習
・提出物
【主体的に学習に取り組む態度】
・授業中の取り組み
・課題演習
・提出物

○ ○ ○



年間授業計画　様式

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技能】
・ろ過、蒸留、抽出、再結晶及びクロマトグ
ラフィーなどの分離・精製法について理解し
ている。

【思考力・判断力・表現力等】
・ある混合物を分離するのに、ろ過、蒸留、
抽出、再結晶及びクロマトグラフィーの中か
ら、適切な方法を選ぶことができる。

【知識及び技能】
・元素について理解し、元素記号と元素名を
答えることができる。
・同素体とは何かを理解し、代表的な元素の
同素体の名称を挙げることができる。

【思考力・判断力・表現力等】
・元素と単体の意味の違いについて説明する
ことができる。
・炎色反応や沈殿反応から成分元素を特定す
ることができる。
・身の回りの物質を、単体・化合物・混合物
に分類することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・炎色反応や沈殿反応などの実験を通して、
元素を調べようと取り組んでいる。

【知識及び技能】
・物質を構成する粒子は熱運動しており、温
度が高くなると熱運動が激しくなることを理
解することができる。
・物質の状態は、粒子の熱運動及び粒子間に
働く力の大小で決まることを理解することが
できる。
・物理変化と化学変化の違いについて理解す
ることができる。
・絶対温度について理解し、絶対温度とセル
シウス温度を相互に換算することができる。

【思考力・判断力・表現力等】
・物質の三態と熱の関係，熱運動による物質
の変化と，絶対温度について考えることがで
きる。

自然の物事・現象に対する概念や原理・法則の理解を図るとともに、科学的に探究するために必要な観察、
実験などに関する基本的な知識・技能を身に付ける。

身の回りの物質、化学変化と原子・分子、酸と塩基、酸
化還元などに関する事物・現象に進んで関わり、科学的
に探究しようとする態度を養うとともに、自然現象に対
し、科学的に見ることができる態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
身の回りの物質、化学変化と原子・分子、酸と塩基、酸化
還元などについて理解するとともに、科学記述の発展と人
間生活とのかかわりについて認識を深めようとする。
また、科学的に探究するために必要な実験などに関する基
本的な知識・技能を身に付けるようにする。

身の回りの物質、化学変化と原子・分子、酸と塩基、酸
化還元などに関する事物・現象に関わり、これらの中に
問題を見出し、見通しを持って実験・観察を行い、その
結果を分析・考察する中で、科学的な考え方や表現方法
を理解するととも、科学的に探究する活動を通して、規
則性を見出したり課題を解決したりする力を養う。

東京書籍「化学基礎」

理科

自然の物事・現象の中に問題を見出し、見通しをもって実験・観察などを行い、得られた結果をもとに分析
および考察し思考力・判断力・表現力を育む。

自然の物事・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

第1部　化学と人間生活
　第１章　化学と私たちの生活
　第2章　物質の状態

【知識及び技能】
・混合物と純物質とは何かを理解さ
せ、分離・精製法について知る。

【思考力・判断力・表現力等】
・混合物ごとに、適切な分離・精製
法を選択することができる。

混合物・純物質

【知識及び技能】
・物質を構成する元素とその検出法
について理解させる。

【思考力・判断力・表現力等】
・元素の意味を理解し、単体と化合
物に分類することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・元素とその検出法について調べよ
うとする態度を養う。

元素・単体・化合物
【実験：混合物の分離・炎色反
応】

【知識及び技能】
・熱による物質の状態変化について
理解させる。

【思考力・判断力・表現力等】
・物質の三態について、熱運動と関
連付けて説明することができる。

粒子の熱運動と物質の状態

○ ○

○ ○ ○

○ ○

2

3

1



【知識及び技能】
・金属結合について知り、金属の性
質について理解する。

【思考力・判断力・表現力等】
・金属の性質について、自由電子の
性質と関連付けて考えられる。

金属結合 【知識及び技能】
・自由電子の性質について理解している。
・金属の電気伝導性・熱伝導性・展性・延性
等の性質を理解している。
・代表的な合金の名称と用途について知って
いる。

【思考力・判断力・表現力等】
金属結合と金属の性質とその性質をもつ理由
について，電子の動きと関連付けて考えるこ
とができている。

○ ○ 1

【知識及び技能】
・陽子･中性子･電子の電荷及びそれらの質量
比について理解する。
・原子番号や質量数から陽子･中性子･電子の
数を求めることができる。
・放射性同位体の日常生活における利用例に
ついて理解している。

【思考力・判断力・表現力等】
・電子殻について理解し、原子番号20までの
原子の電子配置を、電子殻を用いて表現する
ことができる。

【知識及び技能】
・イオン結合でできた物質の性質に
ついて理解する。

【思考力・判断力・表現力等】
・イオン結合でできた物質につい
て、組成式を用いて適切な表現がで

イオン結合

【知識及び技能】
・共有結合と分子の成り立ちについ
て理解する。
・電気陰性度と極性について理解す
る。
・分子結晶、共有結合の結晶の性質
を理解する。

【思考力・判断力・表現力等】
・電子式と構造式を使って、共有結
合を理解し、分子を表現することが
できる。
・電気陰性度や分子の形を踏まえ
て、分子の極性について考えること
ができる。
・極性と溶解性について考えること
ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・極性と溶解性について調べようと
する。

共有結合
電気陰性度と分子の極性

【実験：極性と溶解】

○ ○ ○

【思考力・判断力・表現力等】
・化学結合と物質の分類について理
解し、適切に分類することができ
る。

１
学
期

第2部　物質の構成
　第1章　物質の構成粒子

【知識及び技能】
・原子の構造を理解させる。

【思考力・判断力・表現力等】
・電子配置を、電子殻を用いて表現
することができる。

原子の構造と電子配置

【知識及び技能】
・周期律と周期表，元素の性質につ
いて理解させる。

【思考力・判断力・表現力等】
・周期律について理解し、適切な文
章で表現できる。

元素の周期表

定期考査

化学結合と物質の分類

定期考査

【知識・技能】
・イオンに関する基本的な知識を身
につける。

【思考力・判断力・表現力等】
・イオンの生成の仕組みを理解し、
考えることができる。

イオンの生成

第2章　化学結合

【知識及び技能】
・元素の周期表の配列について理解する。

【思考力・判断力・表現力等】
・周期律について、元素の性質を考えること
ができ、適切な文章で表現できる。

【知識・技能】
・イオンの名称について理解している。
・イオンの生成の原理と，イオンの価数とイ
オン式の関係がわかる。

【思考力・判断力・表現力等】
・イオンの生成を電子配置から説明できる。

【知識及び技能】
・イオン結合による物質の性質がわかる。

【思考力・判断力・表現力等】
・イオン結合とイオン結合でできた物質につ
いて，組成式を書いてその構成を考えること
ができる。
【知識及び技能】
・価電子と、共有電子対・非共有電子対につ
いて理解している。
・NH4+ などを例として、配位結合ができる仕
組みを理解している。
・電気陰性度について理解している。
・代表的な共有結合の結晶及び高分子化合物
の構造と用途を知る。

【思考力・判断力・表現力等】
・電子式と構造式を使って、分子を表現する
ことができる。
・極性が生じる理由について、電気陰性度と
関連付けて理解し説明できる。
・電気陰性度と分子の形から極性の有無を判
断し、表現することができる。
・極性と溶解性との関係について適切な表現
ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・実験を通して、極性と溶解性の関係につい
て調べようとしている。

【思考力・判断力・表現力等】
・物質を構成する元素の種類から化学結合を
分類することができ、さらに結合の分類から
物質の性質を判断することができる。

1

○ ○

○ 5

1

1

1

2

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ 4

1



２
学
期

第3部　物質の変化
　第1章　物質量と化学反応式　原
子量

【知識・技能】
・原子量・分子量・式量について意
味を理解する。

【思考力・判断力・表現力等】
分子量・式量を適切に求めることが
できる。

原子量・分子量・式量

【知識・技能】
・物質量の概念を理解している。

【思考力・判断力・表現力等】
・物質量を使って適切な値に換算す
ることができる。

物質量

【知識・技能】
・濃度の概念を理解している。

【思考力・判断力・表現力等】
・それぞれの濃度の意味を理解し、
適切な値に換算することができる。

溶液の濃度

【知識・技能】
・化学変化を化学反応式で表し，そ
のしくみを考えることができる。

化学反応式

【思考力・判断力・表現力等】
・反応する物質の量的関係を，反応
式の係数比から考えることができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・化学変化と物質量の関係を調べよ
うとしている。

化学反応式の量的関係
【実験　化学変化と物質量】

定期考査

【思考力・判断力・表現力等】
・中和反応の量的関係を理解してい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・中和の量的関係から未知の濃度を
求めようとしている。

中和反応の量的関係
滴定曲線
逆滴定
【実験　中和滴定】

定期考査

第2章
酸と塩基

【知識・技能】
・酸と塩基の性質と電離度について
理解する。

酸と塩基

【思考力・判断力・表現力等】
・水素イオン濃度とｐＨの関係につ
いて理解し、計算によって適切な値
を求めることができる。

水の電離
水素イオン濃度・pH

【知識・技能】
・中和反応や中和による塩の生成と
その性質を理解する。

【思考力・判断力・表現力等】
・塩の種類と性質を分類することが
できる。

酸と塩基の中和反応
塩の種類と性質

○

【知識・技能】
・酸と塩基の定義について理解している。
・代表的な酸と塩基の価数や電離度をもとに
強弱を答えることができる。

【思考力・判断力・表現力等】
・水の電離とｐＨの意味を理解し，水溶液の
酸性・塩基性の強弱が生じる仕組みを考える
ことができる。

【知識・技能】
・中和反応、中和点の意味について理解する
ことができる。
・塩の種類と性質について理解し、分類する
ことができる。
【思考力・判断力・表現力等】
・塩の組成式からもとの酸と塩基を求め、適
切に塩の種類と性質を分類することができ
る。

【知識・技能】
・適切に実験器具を扱い、中和滴定の実験を
行うことができる。

【思考力・判断力・表現力等】
・水溶液中の反応において、中和反応の量的
関係を理解し、計算によって求めることがで
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・酢酸の中和滴定を通して、未知の酢酸の濃
度を求めようとしている。

○

○

1

【知識・技能】
・原子量の考え方について理解し、相対質量
と存在比から原子量を求めることができる。

【思考力・判断力・表現力等】
原子量から分子量・式量を適切に求めること
ができる。

【知識・技能】
・物質量の単位やアボガドロ定数を理解し、
適切に扱うことができる。

【思考力・判断力・表現力等】
・物質量と粒子数、質量、標準状態における
体積の関係を理解し、それぞれ換算すること
ができる。

【知識・技能】
・質量パーセント濃度について理解してい
る。
・モル濃度について理解している。

【思考力・判断力・表現力等】
・溶質の質量と溶液の質量から質量パーセン
ト濃度を適切に求めることができる。
・溶質の質量と溶液の体積からモル濃度を適
切に求めることができる。
【知識・技能】
・化学変化について、反応物と生成物を分子
式で表し、化学反応式を書くことができる。
・化学反応式の係数比が物質量比に対応して
いることを理解し、物質量の量的関係につい
て計算によって求めることができる。

1

2

4

2

○

○

○

○ ○ ○

○

○

○

○

【思考力・判断力・表現力等】
・化学反応式の係数比が物質量比に対応して
いることを理解し、物質量の量的関係につい
て計算によって求めることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・炭酸カルシウムと塩酸の反応から、発生す
る二酸化炭素の量的関係について理論的に調
べようとしている。

2

2

2

4

4

3

○ ○

○



【知識・技能】
・酸化と還元の定義と酸化数につい
て理解させる。
・
【思考力・判断力・表現力等】
・酸化・還元の定義をもとに、酸
化・還元を判断できる。

酸化と還元

第3章　酸化還元反応

【知識・技能】
・酸化剤と還元剤とその反応につい
て理解させる。
・金属のイオン化とイオン化傾向に
ついて理解させる。

【思考力・判断力・表現力等】
・酸化剤と還元剤の反応を適切に表
すことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・酸化・還元、金属のイオン化傾向
について調べようとしている。

酸化剤と還元剤
酸化還元反応電子を含むイオン反
応式
酸化還元反応
【実験　酸化還元反応・イオン化
傾向】

【知識・技能】
・電池、電気分解の原理について、
理解する。

【思考力・判断力・表現力等】
・電池、電気分解で起きる反応につ
いて適切に表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・電池、電気分解の原理について、
調べようとしている。

電池
金属の精錬
電気分解
【実験　電池】
【実験　電気分解】

【知識・技能】
・酸化還元反応が日常生活において
多く利用されていることを理解させ
る。

酸化還元反応と人間生活

学年末考査
1

【知識・技能】
・酸化剤・還元剤について理解し、半反応式
を用いて適切に表現することができる。
・金属のイオン化傾向について理解してい
る。

【思考力・判断力・表現力等】
・酸化還元反応を半反応式から求め、量的関
係から計算を用いて求めることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・実験を通して、酸化還元反応、金属のイオ
ン化傾向の大小について調べようとしてい
る。【知識・技能】
・電池、電気分解の原理について、酸化還元
反応と関連付けて理解する。

【思考力・判断力・表現力等】
・負極、正極の反応を反応式で表すことがで
きる。
・陰極、陽極の反応を反応式で表すことがで
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・電池を作り、電池の原理について調べよう
としている。
・電気分解について量的関係を調べようとし
ている。

【知識・技能】
・金属やプラスチックは、それらの特性を生
かして加工され利用されていることを理解す
る。
・使用済みの金属やプラスチックが、回収
後、再利用されるまでの過程を理解する。
・洗剤の成分と化学的な働きについて理解す
る。
・洗剤の使用量に適切な量があることの理由

○ ○

合計

70

【知識・技能】
・酸化・還元の定義について理解し、説明す
ることができる。
・酸化数の定義を理解し、適切に求めること
ができる。

【思考力・判断力・表現力等】
・酸素・水素・電子を含む反応式を見て、物
質が酸化されているか、還元されているかを
判断することができる。

○ ○

○

○

○ ○ ○

6

10

2

2



年間授業計画　様式

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

１
学
期

2
学
期

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮

器械体操（女）

・前転、後転、開脚前転、開脚後転、倒
立、伸膝前転、伸膝後転。
・実技テストに向けての個人練習

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試験
に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題に
向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮して運動に

○ ○ ○ 11

3
学
期

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮

持久走（男女）

・３㎞走（女子）、４㎞走（男子）
タイムトライアル

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試験
に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題に
向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮して運動に

○ ○ ○ 10

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮

体育理論（男女）

・健康の保持増進に寄与するトレー
ニング理論
・生涯スポーツの取り組み方

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試験
に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題に
向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮して運動に

○ ○ ○ 2

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試験
に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題に
向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ ○ 6

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮

ソフトボール（男）
・キャッチボール
・トスバッティング
・ノックによる守備練習
・試合

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試験
に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題に
向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮して運動に

○ ○ ○ 5

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】

サッカー（男）

・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ（種目の特性、安全面
の留意点及び施設の使用方法等につ
いて説明。ｸﾞｰﾋﾞﾝｸﾞ、ﾙｰﾙ説明）
・リフティング、トラッピング、ド
リブルの練習
・キック練習（インサイドキック、

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮

バスケットボール（男女）

・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ（種目の特性、安全面
の留意点及び施設の使用方法等につ
いて説明。ｸﾞｰﾋﾞﾝｸﾞ、ﾙｰﾙ説明）
・ﾊﾟｽ＆ｷｬｯﾁの練習（ﾁｪｽﾄ、ｼｮﾙﾀﾞ-
）
・ﾊﾟｽ、ｷｬｯﾁ、ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ、ｼｭ-ﾄの総合
練習

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試験
に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題に
向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮して運動に

○ ○ ○ 10

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮

アルティメット（男女）

・アルティメットルール理解
・スローイング各種練習
・３対２攻防練習
・ゲームルール理解及びリーグ戦
・実技テスト

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試験
に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題に
向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮して運動に

○ ○ ○ 10

陸上競技（男女）

短距離走
・ｳｫ-ﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟの方法
・基本ドリル（正しく歩く・速く歩く・ｽｷｯﾋﾟ
ﾝｸﾞ・ﾊｲﾆ-・ﾄﾛｯﾃｨﾝｸﾞ）

短距離走、加速走
・サーキットトレーニング
・レペティショントレーニング
　

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試験
に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題に
向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮して運動に

○ ○ ○ 10

配当
時数

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮

オリエンテーション・スポーツテス
ト（男女）

授業の諸注意・ラジオ体操の確認、
スポーツテスト（反復横とび・立ち
幅跳び・長座体前屈・上体起こし・
握力・ハンドボール投げ・５０ｍ
走・シャトルラン）

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、実技の試験
に臨むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各自の課題に
向け練習に励むことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮して運動に

○ ○ ○ 6

【知識及び技能】
練習で得た技能を最大限に発揮し、
実技の試験に臨む。
【思考力、判断力、表現力等】
実技練習時にポイントを理解し、各
自の課題に向け練習に励む。
【学びに向かう力、人間性等】
率先して授業に参加し、安全に配慮

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

　率先して授業に参加し、安全に配慮して運動
に取り組むことができる。

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育
保健体育 体育 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　実技練習時にポイントを理解し、各自の課題
に向け練習に励むことができる。

　実技練習時にポイントを理解し、各自の課題
に向け練習に励むことができる。

現代高等保健体育・ステップアップ高校スポーツ

保健体育

社会や健康、自己の課題を発見し、適切に判断・行動ができる思考力等を高める。

自己の体力や健康について課題を見つけ、課題解決に向けて主体的に取り組む。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】保健や体育で得た知識と技能を活用し、生涯にわたり率先、また適切に使うことができるようにする。



年間授業計画　様式

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

保健や体育で得た知識と技能を活用し、生涯にわたり率先、また適切に使うことができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】社会や健康、自己の課題を発見し、適切に判断・行動ができる思考力等を高める。

【学びに向かう力、人間性等】自己の体力や健康について課題を見つけ、課題解決に向けて主体的に取り組む。

科目 の目標：

4

4 応急手当の意義とその基本

5 日常的な応急手当

6 心肺蘇生法

【知識及び技能】

自他の生命や身体を守り，不慮の事故災害に対応できる社会をつくるに

は，一人一人が適切な連絡・通報や運搬も含む応急手当の手順や方法を身

に付けるとともに，自ら進んで行う態度が必要であること，さらに，社会

の救急体制の整備を進めること，救急体制を適切に利用することが必要で

あることについて，理解する。

【思考力、判断力、表現力等】

応急手当について，自他や社会の課題の解決方法と，それを選択した理由

などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明で

きる。

【学びに向かう力、人間性等】

応急手当について，課題の解決に向けた学習に主体的に取り組む。

・教科書、プリント、パワーポイント等 【知識及び技能】
自他の生命や身体を守り，不慮の事故災害に対応できる社会をつくるには，一
人一人が適切な連絡・通報や運搬も含む応急手当の手順や方法を身に付けると
ともに，自ら進んで行う態度が必要であること，さらに，社会の救急体制の整
備を進めること，救急体制を適切に利用することが必要であることについて，
理解したことを言ったり書いたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
応急手当について，自他や社会の課題の解決方法と，それを選択した理由など
を話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明している。
【学びに向かう力、人間性等】
応急手当について，課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとしてい
る。

4

13 精神疾患の予防

14 精神疾患からの回復

15 現代の感染症

【知識及び技能】

喫煙や飲酒は，生活習慣病などの要因となり心身の健康を損ねること，喫

煙や飲酒による健康課題を防止するには，正しい知識の普及，健全な価値

観の育成などの個人への働きかけ，及び法的な整備も含めた社会環境への

適切な対策が必要であることについて，理解する。

薬物乱用を防止するには，正しい知識の普及，健全な価値観や規範意識の

育成などの個人への働きかけ，及び法的な規制や行政的な対応など社会環

境への対策が必要であることについて，理解する。

【思考力、判断力、表現力等】

喫煙，飲酒，薬物乱用の防止について，自他や社会の課題の解決方法と，

それを選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，

筋道を立てて説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】

・教科書、プリント、パワーポイント等 【知識及び技能】
精神疾患は，精神機能の基盤となる心理的，生物的，または社会的な機能の障
害などが原因となり，認知，情動，行動などの不調により，精神活動が不全に
なった状態であることについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
精神疾患の予防と回復について，自他や社会の課題の解決方法と，それを選択
した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説
明している。
【学びに向かう力、人間性等】
精神疾患の予防とその回復について，課題の解決に向けた学習に自主体的に取
り組もうとしている。

1 事故の現状と発生要因

2 安全な社会の形成

3 交通における安全

【知識及び技能】

事故は，地域，職場，家庭，学校など様々な場面において発生しているこ

と，事故の発生には，周りの状況の把握及び判断，行動や心理などの人的

要因，気象条件，施設・設備，車両，法令，制度，情報体制などの環境要

因などが関連していることについて，理解する。

【思考力、判断力、表現力等】

安全な社会づくりについて，自他や社会の課題の解決方法と，それを選択

した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立て

て説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】

安全な社会づくりについて，課題の解決に向けた学習に主体的に取り組

む。

・教科書、プリント、パワーポイント等 【知識及び技能】
事故は，地域，職場，家庭，学校など様々な場面において発生していること，
事故の発生には，周りの状況の把握及び判断，行動や心理などの人的要因，気
象条件，施設・設備，車両，法令，制度，情報体制などの環境要因などが関連
していることについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
安全な社会づくりについて，自他や社会の課題の解決方法と，それを選択した
理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
安全な社会づくりについて，課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうと
している。

1

10 飲酒と健康

11 薬物乱用と健康

12 精神疾患の特徴

【知識及び技能】

生活習慣病などの予防と回復には，個人の取組とともに，健康診断やがん

検診の普及，正しい情報の発信など社会的な対策が必要であることについ

て，理解する。

【思考力、判断力、表現力等】

生活習慣病などの予防と回復について，自他や社会の課題の解決方法と，

それを選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，

筋道を立てて説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】

生活習慣病とその予防について，課題の解決に向けた学習に主体的に取り

組む。

・教科書、プリント、パワーポイント等 【知識及び技能】
飲酒は，生活習慣病などの要因となり心身の健康を損ねること，飲酒による健
康課題を防止するには，正しい知識の普及，健全な価値観の育成などの個人へ
の働きかけ，及び法的な整備も含めた社会環境への適切な対策が必要であるこ
とについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
薬物乱用を防止するには，正しい知識の普及，健全な価値観や規範意識の育成
などの個人への働きかけ，及び法的な規制や行政的な対応など社会環境への対
策が必要であることについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
飲酒，薬物乱用の防止について，自他や社会の課題の解決方法と，それを選択
した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説
明している。
【学びに向かう力、人間性等】
飲酒，薬物乱用について，課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとし

○ ○ ○ 5

○ ○ 1

○ 2

定期考査

4

5 がんの治療と回復

6 運動と健康

7 食事と健康

【知識及び技能】

感染症は，時代や地域によって自然環境や社会環境の影響を受け，発生や

流行に違いが見られること，その際，交通網の発達により短時間で広がり

やすくなっていること，また，新たな病原体の出現，感染症に対する社会

の意識の変化等によって，腸管出血性大腸菌（Ｏ 157 等）感染症，結核な

どの新興感染症や再興感染症の発生や流行が見られることについて，理解

する。

【思考力、判断力、表現力等】

　現代の感染症とその予防について，自他や社会の課題の解決方法と，そ

れを選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋

道を立てて説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】

　現代の感染症とその予防について，課題の解決に向けた学習に自主体的

・教科書、プリント、パワーポイント等 【知識・技能】
生活習慣病などの予防と回復には，個人の取組とともに，健康診断やがん検診
の普及，正しい情報の発信など社会的な対策が必要であることについて，理解
したことを言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
生活習慣病などの予防と回復について，自他や社会の課題の解決方法と，それ
を選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立
てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活習慣病とその予防について，課題の解決に向けた学習に主体的に取り組も
うとしている。

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8 休養・睡眠と健康

9 喫煙と健康

【知識及び技能】

生活習慣病などの予防と回復には，個人の取組とともに，健康診断やがん

検診の普及，正しい情報の発信など社会的な対策が必要であることについ

て，理解する。

【思考力、判断力、表現力等】

生活習慣病などの予防と回復について，自他や社会の課題の解決方法と，

それを選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，

筋道を立てて説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】

生活習慣病とその予防について，課題の解決に向けた学習に主体的に取り

組む。

・教科書、プリント、パワーポイント等 【知識及び技能】
生活習慣病などの予防と回復には，個人の取組とともに，健康診断やがん検診
の普及，正しい情報の発信など社会的な対策が必要であることについて，理解
したことを言ったり書いたりしている。
飲酒は，生活習慣病などの要因となり心身の健康を損ねること，飲酒による健
康課題を防止するには，正しい知識の普及，健全な価値観の育成などの個人へ
の働きかけ，及び法的な整備も含めた社会環境への適切な対策が必要であるこ
とについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
喫煙の防止について，自他や社会の課題の解決方法と，それを選択した理由な
どを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明してい
る。
生活習慣病などの予防と回復について，自他や社会の課題の解決方法と，それ
を選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立

○ ○

態
配当
時数

1 健康の考え方と成り立ち

2 私たちの健康の姿

3 生活習慣病の予防と回復

4 がんの原因と予防

【知識及び技能】

・健康水準の向上，疾病構造の変化に伴い，個人や集団の健康についての

考え方も変化してきていることについて，理解する。

【思考力、判断力、表現力等】

・健康の考え方について，自他や社会の課題の解決方法と，それを選択し

た理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて

説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】

健康の考え方について，課題の解決に向けた学習に主体的に取り組む。

・教科書、プリント、パワーポイント等 【知識・技能】
・健康水準の向上，疾病構造の変化に伴い，個人や集団の健康についての考え
方も変化してきていることについて，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
【思考・判断・表現】
・健康の考え方について，自他や社会の課題の解決方法と，それを選択した理
由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
健康の考え方について，課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとして
いる。

○ ○ ○ 4

保健体育 保健
保健体育 保健 1

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

主体的に学んだ知識や技能を実生活で生かし、
情報活用能力を育む。

個人及び社会生活と関連付けたりして、自他や
社会の課題を発見できる。

課題の解決に向けた学習に主体的に取り組む。

現代高等保健体育・図説現代高等保健

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】

定期考査

○ ○ 1

１
学
期

３
学
期

２
学
期

5

16 感染症の予防

17 性感染症・エイズとその予防

18 健康に関する意思決定・行動選択

【知識及び技能】

精神疾患は，精神機能の基盤となる心理的，生物的，または社会的な機能

の障害などが原因となり，認知，情動，行動などの不調により，精神活動

が不全になった状態であることについて，理解する。

【思考力、判断力、表現力等】

精神疾患の予防と回復について，自他や社会の課題の解決方法と，それを

選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を

立てて説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】

精神疾患の予防とその回復について，課題の解決に向けた学習に自主体的

に取り組む。

・教科書、プリント、パワーポイント等 【知識・技能】
　感染症は，時代や地域によって自然環境や社会環境の影響を受け，発生や流
行に違いが見られること，その際，交通網の発達により短時間で広がりやすく
なっていること，また，新たな病原体の出現，感染症に対する社会の意識の変
化等によって，腸管出血性大腸菌（Ｏ 157 等）感染症，結核などの新興感染
症や再興感染症の発生や流行が見られることについて，理解したことを言った
り書いたりしている。
【思考・判断・表現】
現代の感染症とその予防について，自他や社会の課題の解決方法と，それを選
択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて
説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代の感染症とその予防について，課題の解決に向けた学習に自主体的に取り
組もうとしている。

3

定期考査

○ ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目　
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

8

小テスト、実技発表会

課題に取り組む姿勢
練習に取り組む姿勢
グループの仲間と協力して練習する姿勢

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

音楽の基礎知識を学習し理解を深める
実技の基礎的な奏法などを習得する

音楽の基礎的な事柄を理解する
豊かな表現力を培う

ＯＮ１

芸術科

小テスト、実技発表会

授業への取り組み

音楽Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

音楽の幅広い活動を通して、音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、創造的な表現と
鑑賞の能力を伸ばす

芸術科
芸術科 音楽Ⅰ 2

配当
時数

○ ○ 12

態

１
学
期

 単元：楽典
【知識及び技能】
　　　　楽典；楽譜の基礎知識の習得
　
【思考力、判断力、表現力等】
　　　　音符、拍子について理解する

【学びに向かう力、人間性等】
　　　　積極的に課題に取り組もう
　

・音符の長さ、拍子、繰り返し記号
等にについて学習する
・プリント学習

【知識・技能】
・小テスト
【思考・判断・表現】
・小テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に課題に取り組めているか ○

　単元：歌唱
【知識及び技能】
　　　    正確に音取りをして歌おう
【思考力、判断力、表現力等】
　　　　　伸び伸びと歌おう
【学びに向かう力、人間性等】
　　　　　積極的に歌おう

【知識・技能】
・観察による評価
【思考・判断・表現】
・発表会
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に歌唱しているか

・発声の基礎基本を身につけ、歌う
ことの楽しさを味わう
　「Ｏ 'sole mio」
　「ホールニューワールド」
  「いざ立て戦人よ」他

○

○ 10

　単元：ハンドベル
【知識及び技能】
　　ベルの音名が分かるようになろう
【思考力、判断力、表現力等】
　　グループで演奏しよう
【学びに向かう力、人間性等】
　　協力して練習に取り組もう

○ 12

　単元：鑑賞
【知識及び技能】
　　　　　モーツァルトを知ろう
【思考力、判断力、表現力等】
その時代の風俗、楽器について知ろう
【学びに向かう力、人間性等】
　　　　　積極的に鑑賞しよう

・「アマデウス」の鑑賞を通して、
モーツァルトの人生や作品を知る
・関連してその時代の音楽やオペ
ラ、レクイエムなどについて学習す
る
・「魔笛」の鑑賞

【知識・技能】
・観察による評価
【思考・判断・表現】
・小テスト　・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に鑑賞しているか
・ワークシート

○ ○ ○ 14

・互いの音を聴きあいながら協力し
てアンサンブル活動する
・「小さな世界」「涙そうそう」

【知識・技能】
・英語音名の理解
【思考・判断・表現】
・発表会
【主体的に学習に取り組む態度】
・グループで協力して練習しているか観察
・練習の記録ワークシート

○ ○ ○

３
学
期

 単元：コードネーム
【知識及び技能】
　　　　基本的三和音を知ろう
　
【思考力、判断力、表現力等】
　　　　鍵盤楽器でコードを探そう

【学びに向かう力、人間性等】
　　　　積極的に課題に取り組もう
　

・基本的な三和音の構成音を知る
・メジャーコードとマイナーコード
の違いを知る
・鍵盤上でコードネームを探せるよ
うになる

【知識・技能】
・小テスト
【思考・判断・表現】
・小テスト
【主体的に学習に取り組む態度】
・観察による評価
・プリント学習

○ ○

２
学
期

 単元：アルトリコーダー
【知識及び技能】
　　　　運指の基礎基本の習得
　
【思考力、判断力、表現力等】
　きれいな音色で伸び伸び演奏しよう

【学びに向かう力、人間性等】
　　　　積極的に課題曲に取り組もう
　

・Ｃ、Ｆ，ＧＤｕｒの音階
・「シチリアーナ」
　「ララルー」

【知識・技能】
・音階小テスト
【思考・判断・表現】
・実技発表会
【主体的に学習に取り組む態度】
・ペアの生徒と協力して練習にに取り組めてい
るか

○

音楽の基礎的な事柄を理解して、豊かな表現力を培う

音楽Ⅰ

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

○ ○ 14



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

I 木彫ブローチの制作　　　　【知
識・技能】
鋸やヤスリの使い方を学ぶ

・ブローチの制作により、木材の
扱い及び、鋸やヤスリの安全な使
い方を身につける。

【知識・技能】
器具の使い方を習得したかどうか

○

２
学
期

E キャラクターデザイン　　　　F
フィギュアの制作　　　　　【知
識・技能】
立体制作の技能
【思考・判断・表現】
キャラクター立案の思考力　　【主
体的に学習に取り組む態度】発表の
場における真摯な態度

・オリジナルキャラクターを起案
し、企画提案のためのコンセプト
シートを作成する。

・紙粘土を用いてフィギュアを制
作する。

【知識・技能】
紙粘土を上手に扱えているかどうか
【思考・判断・表現】
オリジナルキャラクターを立案できているか
どうか
【主体的に学習に取り組む態度】　　　　コ
ンセプトシートの発表において姿勢や声の出
し方などに気をつかえているかどうか

○ ○

・言葉によるテーマを決め、画面
を曲線と直線で構成し、塗分け
て、グラフィックデザインの基本
的思考を学ぶ。

【知識・技能】
色彩の対比や調和について応用できているか
【思考・判断・表現】
「素と密」などの構成について考えられてい
るか

○ ○

定期考査

・スケッチブックにマス目を作成
し、すべてのマスを違う色彩で塗
り、混色と彩色の技法を学ぶ。

【知識・技能】
課題目標を理解し、平筆によるべた塗りを丁
寧に仕上げるかどうか

6

J 模写
【知識・技能】
西・東洋絵画の歴史について学ぶ
【思考・判断・表現】
模写した名画からものの見方を学ぶ

○ 16

G 自画像　　　　　　　　　　　H
コラージュ　　　　　　　　【知
識・技能】
自画像におけるデッサン力
【思考・判断・表現】　　　　　コ
ラージュにおけるオリジナリティー

・自画像の制作により、デッサン
の基礎知識を学ぶ。

・雑誌の写真からイメージを広
げ、フォトコラージュを作成す
し、平面制作における構成力をつ
ける。

【知識・技能】
基礎的デッサン力を習得したかどうか
【思考・判断・表現】　　　　　　　　　画
面構成を理解し、表現できたかどうか

○ ○ 10

・名画を模写することにより、画
家たちの視点から、西、東洋の絵
画史を学ぶ。

【知識・技能】
絵画の歴史について理解が深まったかどうか
【思考・判断・表現】　　　　　　　　　名
画の成立に思いを馳せ、表現力を習得できた
かどうか

○ ○

12

合計

70

D ディスカッション
【思考力、判断力、表現力等】
議題に関して自分の思考を整理する
力
【学びに向かう力、人間性等】
議論に参加する力

・「アートはこの世に必要か」を
議題に議論を進め、美術に対する
思考を深めあう。

・一人１台端末の活用を促す。

【思考・判断・表現】
発言の内容に議題の中心を捉え、分りやすい
表現となっているかどうか
【主体的に学習に取り組む態度】
相反する意見を捉え、しっかりと自分の意見
を発表できるかどうか

○ ○

10

定期考査

○ 12

2

配当
時数

１
学
期

A アートによる自己紹介
【思考力、判断力、表現力等】
自らを客観視する力を培う
【学びに向かう力、人間性等】
アートの存在意義を学ぶ

・自己紹介のためのイラストを描
き発表し、「アートとはコミュニ
ケーション」であることを実感す
る。

【思考・判断・表現】
自らを客観視し、表現力のあるイラストを描
けるかどうか
【主体的に学習に取り組む態度】
人前での発表に意欲的かどうか

○ ○ 2

B 色彩研究
【知識及び技能】
色の三原色など色彩の基礎知識を学
び、平筆の扱いを身につける

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

C 色彩構成
【知識及び技能】
グラフィックデザインの基本を学ぶ
【思考力、判断力、表現力等】
抽象表現を起案する思考力を培う

　西・東洋美術史について視座を深めながら、立体、平面の制作における各種技能を深める。

講義及び作品発表の際の姿勢、制作後の美化の
時間において協力し合う人間性を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】

芸術 美術Ⅰ
美術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

西・東洋美術史について視座を深めながら、立
体、平面の制作における各種技能を深める。

イラストやデザイン立案に関する思考力を高
め、色彩やデッサンのおいての表現力を培う。

高校生の美術1

　　　　　　美術

　イラストやデザイン立案に関する思考力を高め、色彩やデッサンのおいての表現力を培う。

　講義及び作品発表の際の姿勢、制作後の美化の時間において協力し合う人間性を身につける。

美術Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５度（１学年用） 教科年度　　１学年
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

書道Ⅰ 科目芸術
芸術 書道Ⅰ 2

書Ⅰ　　光村図書

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】多彩な書の美に親しむ

創作を通じ、自己の内面を表現する

名筆の技法や美にふれ、豊かな心を得る

書道Ⅰ 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

合計

１
学
期

２
学
期

３
学
期

仮名の成立と種類

行書の基本　蘭亭序の臨書

○ ○ ○ 6

蓬莱切れの臨書

○ ○ 4

○ ○ ○ 12

表現を広げよう　　風信帖の臨書

○ ○ ○ 14

○ 6

唐の四大家に学ぶ　　楷書の基本
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

○ ○ ○

12

70

磨崖の書に学ぶ　　表現を広げよう
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ 8

ペン字
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

○

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

古典作品の書風、時代背景を学ぶ。　文房四宝
の使い方を習得する。

古典の作品を通して、いろいろな美しさを味わ
い、筆、墨、紙、などの用具・用材の特性を生
かしながら創造的な自己の表現をもとめる。

道具の準備をしっかりとする。　集中して作品
に取り組む姿勢。

○ ○ ○ 8

知 思 態
配当
時数

文房四宝について
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

Lesson9
Will Human Beings and AI Go Hand
in Hand

＜題材内容とねらい＞
ディープラーニングなどAIの仕組
みを学び，AIと共存できる世の中
とはどのようなものか考える。

＜文型・文法事項＞
分詞構文（現在分詞）／関係詞の非制限用法
＜五領域の知識・技能＞
事実や情報を伝える表現

○ ○

２
学
期

Lesson5
The Adventures of Curious
George’s Creators

Lesson6
Messages　about Happiness from
Jose Mujica

＜題材内容とねらい＞
世界的に人気を博す『おさるのジョー
ジ』作者のレイ夫妻とジョージが戦火
を逃れた足跡をたどる。
＜題材内容とねらい＞
「世界一貧しい大統領」ホセ・ムヒカ
氏の，来日時のスピーチ。国連の幸福
度調査との読み比べ。

＜文型・文法事項＞
知覚動詞・使役動詞＋O＋C（＝原形不定詞）
／関係代名詞what
過去完了形・過去完了進行形／S＋V＋O（＋
O）（＝疑問詞節）
＜五領域の知識・技能＞
音の変化
考えや意図を伝える表現

○ ○

＜題材内容とねらい＞
テクノロジーの中でも発展が著し
いのが携帯電話である。その歴史
と将来的な発展を読む。

＜文型・文法事項＞
現在完了進行形／関係代名詞
＜五領域の知識・技能＞
意味のまとまり

○ ○

定期考査
○ ○

＜題材内容とねらい＞
日本の弁当文化が世界の人々を魅
了している。メッセージを食材で
表現した弁当も登場してきてい
る。

＜文型・文法事項＞
現在完了形／分詞の形容詞用法
＜五領域の知識・技能＞
リズム・イントネーション

○ 10

Optional Lesson
The Safe

○ 18

Lesson7
To Stop Plastic Pollution

Lesson8
Stories to Be Passed On

＜題材内容とねらい＞
マイクロプラスチックによる海洋汚染。SDGs
とも深く結びついたこの問題のメカニズムと
解決策について読む。
＜題材内容とねらい＞
2016年の広島スピーチでオバマ大統領は「原
爆を落とした副操縦士を許した女性」に言及
した。その女性，近藤紘子さんの平和に対す
る考えとは？

＜文型・文法事項＞
S＋V＋it＋C＋to-不定詞／関係副詞
仮定法過去／仮定法過去完了
＜五領域の知識・技能＞
パラグラフの構造
キーワード・言いかえ表現

○ ○ ○ 19

＜題材内容とねらい＞
金庫破りのジミーは，ある女性と
恋に落ち，足を洗うことを決意す
る。ある日，子供が金庫に閉じ込
められる。刑事も見ている中，ジ
ミーの決断とは？

＜文型・文法事項＞
既習事項
＜五領域の知識・技能＞
既習事項

○ ○ ○

10

合計

105

○ 1

Lesson4
A Healthy Planet

＜題材内容とねらい＞
保護対象となる動物は人間の好み
によって決まる傾向がある。「生
態系サービス」を享受するため，
あらゆる種の保護が重要だ。

＜文型・文法事項＞
助動詞＋be＋過去分詞／It seems that …
＜五領域の知識・技能＞
ディスコースマーカー

○ ○ ○

○ ○

12

定期考査 ○

○ ○ ○ 10

14

配当
時数

１
学
期

Lesson1
Achieving Your Dreams

＜題材内容とねらい＞
大谷翔平選手は，高校時代に「目
標達成シート」の作り方を教わ
り，自分の夢を達成した。

＜文型・文法事項＞
to-不定詞／動名詞
＜五領域の知識・技能＞
日本語と英語の語順の違い

○ ○ ○ 10

Lesson2
What Do You Eat for Lunch?

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

Lesson3
The Evolution of the Cellphone

○

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き
手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体
的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図
ろうとする態度を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】

英語 英語コミュニケーションⅠ

英語 英語コミュニケーションⅠ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの
理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，
読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニ
ケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて
適切に活用できる技能を身に付けている。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じ
て，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情
報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意
図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表
現したり伝え合ったりすることができる力を身に付けて
いる。

CREATIVE English CommunicationⅠ

英語

英語コミュニケーションⅠ

【 知　識　及　び　技　能 】
英語学習の特質を踏まえ，聞くこと，読むこと，話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，書くことの五
つの領域別に設定する目標の実現を目指した指導を通して，「知識・技能」「思考・判断・表現」を一体的
に育成するとともに，その過程を通して，「主体的に学習に取り組む態度」を育成する。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

2
学
期

4

定期考査 ○ ○

・人生を展望する

・家族・家庭を見つめる

【知識・技能】
・定期考査
・授業プリント
　
【思考・判断・表現】
・定期考査
・授業プリント

【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み
・授業プリント
・提出物
・製作物

○ ○ ○ 6

第3章
子どもと共に育つ
被服実習

・命を育む
・子どもの育つ力を知る

○ ○ ○ 6

第3章
子どもと共に育つ
調理実習

・子どもの生活
・これからの保育環境

○ ○ ○ 8

第4章
超高齢社会を共に生きる
第5章
共に生き，共に支える

・高齢者の心身の特徴

・社会保障の考え方

○ ○ ○

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の充
実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

【知識・技能】
・定期考査
・授業プリント
　
【思考・判断・表現】
・定期考査
・授業プリント

【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み
・授業プリント
・提出物

第６章
食生活をつくる

・五大栄養素（ビタミン、ミネラ
ル）

○ ○ ○ 8

第６章
食生活をつくる

・食生活の選択と安全
・調理の基礎

○ ○ ○ 4

知 思 態

・五大栄養素（炭水化物、脂質、
たんぱく質）

1

定期考査 ○ ○ 1

○ ○ ○ 6

配当
時数

第６章
食生活をつくる

・食生活の課題について考える

○ ○ ○ 4

第６章
食生活をつくる

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

第1章
生涯を見通す
第2章
人生をつくる
被服実習

生涯を見通して、家庭や地域及び社会における生活の
中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想
し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づ
いて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身
に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】

家庭 家庭基礎
家庭 家庭基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生涯を見通して、家庭や地域及び社会における生活の
中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想
し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づ
いて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身
に付けている。

生涯を見通して、家庭や地域及び社会における生活の
中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想
し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づ
いて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身
に付けている。

家庭基礎　自立・共生・創造

家庭

家庭基礎

【 知　識　及　び　技　能 】
人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などについて，生活を主体的に営むために必要な基礎的な理解を
図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察し
たことを根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して課題を解決する力を養う。



定期考査 ○ ○ 1

３
学
期

合計

63

第９章
経済生活を営む
第８章
住生活をつくる

・消費者の権利と責任
・購入・支払いのルールと方法

・安全で快適な住生活

【知識・技能】
・定期考査
・授業プリント
　
【思考・判断・表現】
・定期考査
・授業プリント

【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み
・授業プリント
・提出物

○ ○ ○ 6

第８章
住生活をつくる
第７章
衣生活をつくる

・住生活の変遷と住居の機能

・被服を管理する
○ ○ ○ 8



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

ネットワークの仕組み ・情報通信ネットワークの基本的
な方式やプロトコルについて理解
させる。
・通信の信頼性を確保するための
方法について理解させる。

○ ○ ○ 10

○ 6

情報デザイン 情報デザインについて，情報を抽
象化・構造化・可視化する方法を
習得し、情報を伝える目的や受け
手の状況をふまえた適切な表現方
法を選択できるようにする。

○ ○ ○ 8

【知識・技能】
・定期考査
・提出物
　
【思考・判断・表現】
・定期考査
・提出物

【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み
・授業ノート・プリント
・リアクションペーパー

○ 8

コンピュータとプログラミング ・コンピュータの基本的な構成を
理解させる。
・OSやアプリケーションプログラ
ムのちがいなど，ソフトウェアの
基本的な内容を理解させる。

○ ○ ○ 10

【知識・技能】
・定期考査
・提出物
　
【思考・判断・表現】
・定期考査
・提出物

【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み
・授業ノート・プリント
・リアクションペーパー

○

情報技術が社会に及ぼす影響 ・人工知能やデジタルトランス
フォーメーションなど，発展する
情報技術と情報技術がもたらす社
会の変化や経済の効率化について
理解させる。
・インターネット上のトラブルな
どを学び，情報技術の適切な活用
について理解させる。

○ ○

【知識・技能】
・定期考査
・提出物
　
【思考・判断・表現】
・定期考査
・提出物

【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み
・授業ノート・プリント
・リアクションペーパー

情報社会でよりよく生きるため
に，情報モラルにもとづいた行動
や，定められている法規・制度に
ついて理解させる。
・個人情報やプライバシーの保
護・活用に関連する法律の意義や
目的，内容について理解させる。

○ ○

情報のディジタル表現 ・情報のデジタル化の基礎的な知
識として、アナログとデジタルの
ちがいとデジタル情報の特徴を理
解させる。
・デジタル情報のデータ圧縮の原
理と具体例について理解させる。

【知識・技能】
・定期考査
・提出物
　
【思考・判断・表現】
・定期考査
・提出物

【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み
・授業ノート・プリント
・リアクションペーパー

○ ○

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

知識の習得や知識の概念的な理解、情報機器の操作の基本的な技術の習得ができている。

情報社会との関わりについて考えながら、問題
の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術
を活用し、自ら評価し改善しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

効果的なコミュニケーションの実現、コン
ピュータやデータの活用について理解し、技能
を身につけるとともに、情報社会と人とのかか
わりについて理解している。

事象を情報とその結びつきの視点から捉え、問
題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切
かつ効果的に用いている。

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

高等学校　情報Ⅰ

情報

習得した「知識・技能」を活用して課題を解決できる思考力・判断力・表現力などを身につけている。

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身につける過程において、粘り強く学習に取り組んでいるか、自ら学習を調整しようとしているか。

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

定期考査 ○ ○ 1

２
学
期

情報とメディア

○

○

4

4

定期考査 ○ ○

モデル化とシミュレーション ・モデル化とシミュレーションの
考え方や方法を理解させ，実際の
問題解決に活用できるようにす
る。
・モデルのちがいによってシミュ
レーションの結果や精度が異なる
場合があることを理解させる。

○ ○ ○ 7

情報社会における法とセキュリティ

・様々なメディアの特徴や，情報
の適切な表現形式について理解さ
せる。
・情報機器や情報通信ネットワー
クなどを適切に活用して，問題を
解決する方法を習得させる。

○



３
学
期

70

合計

○○○

・データを分析する前に必要とな
る，データの形式に関する知識や
データの収集方法，データの種類
について理解させる。
・数学的なデータ分析の基礎を理
解し，表計算ソフトウェアなどを
使って簡単な数学的データ処理や
分析を行う。

データの分析

○○○

データベースが活用されている情
報システムについて，その種類や
特徴を理解させるとともに，それ
らが社会生活に果たす役割と影響
を理解させる。

データベース 【知識・技能】
・定期考査
・提出物
　
【思考・判断・表現】
・定期考査
・提出物

【主体的に学習に取り組む態度】
・授業への取り組み
・授業ノート・プリント
・リアクションペーパー

定期考査

6

1

4

○ ○


